
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
鮎
。

古
く
か
ら
鮎
漁
が
盛
ん
な
相
模
川
は
、

多
く
の
釣
り
客
で
に
ぎ
わ
う
。

相
模
川
の
鮎
を
見
守
り
育
成
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域
の
活
動
、

多
彩
な
生
き
物
の
展
示
で
、

相
模
川
の
豊
か
さ
を
伝
え
る

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
。

鮎
へ
の
関
心
を
高
め
た
と
こ
ろ
で
、

老
舗
の
鮎
料
理
を
味
わ
う
。

夏
の
風
情
に
た
っ
ぷ
り
癒
さ
れ
た
い
。
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夏空を映す清流に立つ釣り人たち、河口から城山ダム下流の小倉橋までが鮎釣りの漁場だ。瀬音を聴きながらオトリ鮎を泳がせる竿先に集中する。

　

神
奈
川
県
の
中
央
を
流
れ
る
相
模
川
、
富

士
山
麓
か
ら
発
し
た
流
れ
は
相
模
平
野
に
出

て
大
河
の
風
格
に
な
っ
て
相
模
湾
に
達
す
る
。

初
夏
を
迎
え
る
と
、
小
倉
橋
か
ら
下
流
の
相
模

川
で
多
く
の
釣
り
人
が
竿
を
振
る
姿
が
見
ら
れ

る
。
江
戸
時
代
か
ら
相
模
川
は
鮎
が
遡
上
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
か
つ
て
は
将
軍
家
へ

鮎
が
献
上
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
、
相
模
平
野
を

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
こ
の
川
に
は
「
鮎
川
」
の

別
名
も
あ
っ
た
と
い
う
。
平
成
29
年
の
天
然
鮎

の
遡
上
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、
茨
城
県
に
次
い

で
神
奈
川
県
が
全
国
第
二
位
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
大
半
が
相
模
川
の
鮎
な
の
だ
。

　

ち
な
み
に
鮎
は
秋
に
河
川
の
中
流
か
ら
下

流
で
孵
化
し
、
一
度
近
海
に
出
て
翌
年
の
春
か

ら
ふ
た
た
び
川
を
遡
上
し
て
産
卵
す
る
。
１
年

で
生
涯
を
終
え
る
こ
と
か
ら
「
年
魚
」
と
も

呼
ば
れ
、
成
魚
の
体
長
は
25
cm
ほ
ど
。
キ
ュ

ウ
リ
ウ
オ
目
ア
ユ
科
に
分
類
さ
れ
、
キ
ュ
ウ
リ

の
よ
う
な
香
り
が
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実

際
に
釣
っ
た
ば
か
り
の
鮎
は
独
特
の
青
果
の
香

り
を
放
ち
、
育
っ
た
川
の
水
や
珪
藻
な
ど
の
餌

に
よ
っ
て
そ
の
匂
い
が
異
な
る
と
い
う
。
さ
て
、

相
模
川
の
鮎
は
ど
の
よ
う
な
香
り
を
放
つ
の

か
。
本
厚
木
駅
に
ほ
ど
近
い
鮎
釣
り
の
名
所
、

相
模
大
橋
の
三
河
川
（
相
模
川
、
中
津
川
、

小
鮎
川
）
合
流
点
で
釣
り
人
に
聞
く
と
「
ス

イ
カ
の
よ
う
な
」
香
り
だ
と
い
う
。

　

毎
年
６
月
１
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
が
鮎

の
漁
期
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
そ
れ
に
先
立
っ

て
実
施
さ
れ
た
相
模
大
堰
魚
道
で
の
遡
上
調

査
で
は
、「
こ
こ
数
年
で
は
多
い
遡
上
で
す
ね
」

と
相
模
川
第
二
漁
業
協
同
組
合
の
栗
原
信
二

さ
ん
は
い
う
。
今
年
の
相
模
川
の
鮎
は
、
豊
漁

の
よ
う
だ
。

　

そ
の
漁
業
資
源
を
支
え
る
の
が
鮎
を
保
護

育
成
す
る
中
間
育
成
施
設
の
存
在
だ
。

実
は
日
本
有
数
の「
鮎
川
」

相
模
川
の
豊
か
さ
を
見
る

鮎
と
共
に
や
っ
て
く
る

相
模
川
の
夏
景
色
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芦ノ湖テラス 玉村豊男ライフアートミュージアム  蘂0460-83-1071
神奈川県足柄下郡箱根町元箱根61 賚10時30分～17時、土・日・祝9時～17時 贊無休
http://www.ashinoko-terrace.jp/museum.html

芦ノ湖テラス内の「玉村豊男ライフアートミュージアム」は暮らしその
ものをアートとして表現するのがコンセプト。エッセイスト、画家な
ど多彩に活躍する玉村豊男氏の絵画を展示販売。

芦ノ湖畔でアートに出合う

玉村豊男『ぶどうの時間』 

SORANO HOTEL   蘂050-3503-9379  
立川市緑町3-1 W1 賚11時～23時（水曜はランチのみ、11時～14時） 
贊不定休（8・9月は無休）　https://soranohotel.com/

「SORANO ROOFTOP 
BAR」（11F）では、イタ
リア南部・アマルフィを
フィーチャーしたコース
6,050円が登場。多彩な
魚介やアマルフィ特産の
レモンなどを盛り込んだ
美食が楽しめる。

イタリアの夏の美食コース



隣接する直売所では刺身
用の活魚から甘露煮など
の加工品も販売。活魚や
鮮魚は６月から10月14日
まで。営業時間10時～16
時　電話046-281-7852。

保護色のため色が変わるので、「厚木あゆ種苗
センター」では黒い水槽で養殖。水槽に流れを
作るため常に水車が回転、天然鮎の味に近づ
けるため育成方法を工夫している。

　

神
奈
川
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

が
運
営
す
る
「
厚
木
あ
ゆ
種
苗
セ
ン
タ
ー
」
を

訪
ね
た
。
中
津
川
に
近
い
厚
木
市
三
田
の
中
間

育
成
施
設
に
は
大
き
な
水
槽
が
並
び
、
勢
い
よ

く
水
車
が
回
る
。
中
に
は
無
数
の
鮎
が
泳
い
で

い
た
。
こ
こ
は
相
模
湾
で
と
れ
た
稚
鮎
な
ど
を

育
て
て
い
る
と
い
う
。

 

「
本
来
な
ら
川
で
育
っ
て
ほ
し
い
鮎
で
す
が
、

時
期
に
よ
っ
て
は
数
が
足
ら
な
く
な
る
。
そ
ん

な
時
に
こ
ち
ら
の
鮎
を
放
流
し
ま
す
」
と
栗
原

さ
ん
。
放
流
す
る
鮎
も
４
月
に
は
５
㎝
ほ
ど
だ

が
、
６
月
に
は
鮎
の
成
長
に
合
わ
せ
て
15
㎝
ほ

ど
の
大
き
さ
に
す
る
と
い
う
。
鮎
の
安
定
的
な

供
給
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
中
間
育
成
の

仕
組
み
が
必
要
な
の
だ
。

 

「
施
設
で
は
中
津
川
の
伏
流
水
を
掛
け
流
し
で

使
っ
て
い
ま
す
。
水
温
が
川
よ
り
も
低
い
た
め

身
が
し
ま
っ
て
い
い
鮎
に
な
る
」
と
い
う
。
ま

さ
に
清
流
の
鮎
で
あ
る
。 

「
厚
木
は
大
山
街
道

と
水
運
が
盛
ん
だ
っ
た
相
模
川
が
交
差
す
る
と

こ
ろ
で
栄
え
、
川
沿
い
に
鮎
料
理
が
自
慢
の
料

亭
が
並
ん
で
い
ま
し
た
」
と
栗
原
さ
ん
。

　

相
模
川
の
鮎
を
さ
ら
に
知
る
た
め
に
「
相
模

原
ふ
れ
あ
い
科
学
館
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
さ
が
み
は

ら
」
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
は
国
内
で
も
珍
し
い

淡
水
魚
が
メ
イ
ン
の
水
族
館
で
、
相
模
川
の
生

態
系
を
多
彩
な
展
示
で
見
せ
て
く
れ
る
。

　

玄
関
を
入
る
と
円
筒
形
の
「
ア
ユ
水
槽
」
が

出
迎
え
る
。
さ
ら
に
進
む
と
ド
ー
ナ
ツ
状
の
坂

道
お
魚
観
察
水
槽
も
。「
階
段
式
の
魚
道
を
再

現
し
た
水
槽
で
、
鮎
が
水
流
に
向
か
っ
て
泳
ぐ

様
子
が
観
賞
で
き
ま
す
」
と
副
館
長
の
伊
藤
寿

茂
さ
ん
。
堰
や
魚
道
を
模
し
た
水
槽
を
勢
い
よ

く
水
が
流
れ
、
流
れ
に
逆
ら
っ
て
泳
ぐ
鮎
の
姿

は
見
飽
き
な
い
。
ま
た
河
口
か
ら
源
流
ま
で
の

環
境
を
全
長
40
m
の
大
型
水
槽
で
再
現
し
た

流
れ
の
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
は
圧
巻
だ
。

冷
た
い
伏
流
水
で
育
て
る

相
模
の
鮎
の
美
味
し
さ

「相模川ふれあい科学館アクアリ
ウムさがみはら」で鮎の生活を知る。
入館：400円、開館時間9時30分～
16時30分、月曜休館（夏休み期間
は無休）、電話042-762-2110、JR
相模原駅南口から水郷田名行きバ
スふれあい科学館下車。

鮎をはじめ、ヤマメやウナギなど多くの魚類が棲家とする相模川の水中環境を再現した「流れのア
クアリウム」。鮎が水苔を食べる様子も観察できる。

昭和9年ごろの厚木付近の相模川。明治以降、厚木を中心に川遊
びが隆盛を極め団体バスが河原に乗り入れたり、屋形船で鮎料
理を楽しむなど、にぎやかな夏の行楽地になっていた。（写真：厚
木市役所）

ミスモリッシュ | 2022 盛夏号3

ルームズ大正堂 あざみ野店   蘂0120-076-551  
横浜市青葉区あざみ野1-2-1 賚10時30分～19時 贊無休 猾あり
https://www.rooms-taishodo.co.jp/shop/azamino.html

7/16㈯～8/31㈬「特別ご
優待セール」を開催中。リ
ビング・ダイニング・ベッ
ドなど店内全商品が対象
（特価商品など一部除く）。
9/2㈮～4㈰「特選手織り
絨毯展」では、絨毯購入者
にプレゼントの特典も。

厳選された家具で居心地良く

水信フルーツパーラー   蘂045-662-9295  
横浜市中区北仲通5-57-2 KITANAKA BRICK&WHITE 1F 賚11時～20時 贊無休
https://www.mizunobubrooks.com/fruit-parlor/

横浜の老舗果物店「水信」
による大人のフルーツパ
ーラー。厳選した季節の
フルーツや自家製アイス、
シャーベットを贅沢に盛
り込んだパフェ2,500円
が好評。優雅な空間で涼
やかな時間を。

フルーツ満載の贅沢パフェ



大
正
時
代
創
業
の
老
舗
で

贅
を
尽
く
し
た
鮎
料
理
を

　

大
河
の
風
格
で
流
れ
る
相
模
川
を
少
し
ず
つ

上
流
に
移
動
す
る
。
厚
木
か
ら
相
模
原
市
に
か

け
て
は
丹
沢
山
塊
と
相
模
原
台
地
を
隔
て
る
よ

う
に
流
れ
て
い
く
。

　

今
で
こ
そ
あ
ち
こ
ち
に
釣
り
人
が
立
つ
河
原

が
広
い
河
川
だ
が
、相
模
ダ
ム
（
昭
和
22
年
完
成
）

や
城
山
ダ
ム（
昭
和
40
年
完
成
）が
建
設
さ
れ
る

前
は
、
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
流
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
流
れ
を
利
用
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
寺
院

造
営
の
た
め
津
久
井
か
ら
木
材
を
運
ん
だ
記
録

も
残
っ
て
い
る
。
ま
た
江
戸
時
代
に
は
帆
を
張
っ

た
高
瀬
舟
に
よ
る
水
運
が
始
ま
り
、
上
流
か
ら

薪
や
木
炭
な
ど
を
須
賀（
平
塚
）ま
で
運
び
、
逆

に
須
賀
か
ら
は
肥
料
や
米
、
雑
貨
な
ど
の
生
活

物
資
を
運
ん
で
い
た
。
こ
の
高
瀬
舟
輸
送
の
最
上

流
部
は
、
山
梨
県
の
上
野
原
ま
で
達
し
て
い
た
。

　

後
年
、
こ
の
河
川
交
通
を
見
て
建
設
さ
れ
た

の
が
鉄
道
路
線
で
、
上
野
原
～
八
王
子
間
の
中

央
本
線
は
明
治
34
年
開
通
。
ま
た
橋
本
～
茅
ヶ

崎
間
の
相
模
線
も
私
鉄
の
相
模
鉄
道
に
よ
っ
て

昭
和
６
年
に
全
通
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
主
役

だ
っ
た
相
模
川
の
高
瀬
舟
は
、
大
正
時
代
末
期

ま
で
姿
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　

か
つ
て
高
瀬
舟
の
港
が
あ
っ
た
小
倉
に
立
つ
。

平
野
を
流
れ
て
い
た
相
模
川
が
こ
こ
か
ら
断
崖

に
挟
ま
れ
た
渓
谷
に
な
る
、
絶
景
の
地
だ
。
昭

和
13
年
に
完
成
し
た
４
連
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー

チ
の
小
倉
橋
が
優
美
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。

　

そ
の
小
倉
橋
の
橋
詰
に
あ
る
「
桂
川
亭
別
館

鮎
や
」
で
鮎
料
理
を
味
わ
う
。
こ
こ
は
、
相
模

川
の
水
運
が
最
盛
期
を
迎
え
た
大
正
３
年
創
業

と
い
う
老
舗
の
料
理
旅
館
。
鮎
づ
く
し
の
フ
ル

コ
ー
ス
に
は
夏
期
し
か
味
わ
え
な
い
鮎
刺
し
が

つ
く
ほ
か
、
一
夜
干
し
、
骨
せ
ん
べ
い
、
稚
魚
の

天
ぷ
ら
な
ど
、
打
線
の
切
れ
目
な
く
続
く
。
煮

た
り
焼
い
た
り
、
シ
ン
プ
ル
な
川
魚
が
こ
れ
だ

け
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
料
理
に
な
る
の
も

遠火でじっくり焼き上げた味噌焼き、頭から丸ごと
食べたい。甘味噌の香ばしさも引き立つ。

香ばしさとカリッとした食感の塩焼き。秋には子持
ち鮎も楽しめる。蓼酢の爽やかさが味を引き立てる。

新鮮な鮎でしか味わえない鮎刺し、夏のメニューだ
が生鮎が採れる時期だけの限定だ。

「桂川亭別館鮎や」の鮎のフルコース6,050円（税込）。鮎刺身付きのコースは10月中旬まで。手前の前菜小鉢6点盛りからスタートする川の幸の数々に圧倒される。

相
模
川
の
歴
史
を
伝
え
る

老
舗
で
味
わ
う
鮎
づ
く
し
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鮎
の
魅
力
だ
。

　

店
主
の
黒
田
勇
さ
ん
は
「
料
理
は
通
年
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
夏
が
美
味
し
い
で
す
ね
。
お

客
さ
ん
で
も
６
月
の
若
鮎
の
時
期
に
来
ら
れ
て
、

９
月
か
ら
の
子
持
ち
鮎
を
待
つ
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
私
も
色
々
工
夫
し
て
い
る
う
ち
に
品
数
が

増
え
て
し
ま
っ
た
」
と
笑
う
。

　

料
理
以
上
に
店
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
気
に
な

る
。
店
に
飾
ら
れ
て
い
る
戦
前
の
絵
葉
書
を
見

る
と
、
今
食
事
し
て
い
る
建
物
が
写
っ
て
い
る
。

「
以
前
は
鵜
飼
い
や
屋
形
船
も
や
っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
建
物
か
ら
桟
橋
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
」
そ

う
だ
。交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
景
勝
地
で
も
あ
っ

た
小
倉
で
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で
鵜
飼
い
が
行

わ
れ
て
い
た
。
横
浜
や
川
崎
の
奥
座
敷
と
し
て
、

行
楽
客
が
訪
れ
た
観
光
地
だ
っ
た
の
だ
。
ち
な

み
に
相
模
川
は
山
梨
県
内
に
入
る
と
桂
川
と
名

を
変
え
る
。
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
以
前
、
甲
州

か
ら
の
物
流
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
相
模
川
の
歴
史

を
「
桂
川
亭
」
の
名
が
教
え
て
い
る
よ
う
だ
。　

　

鮎
を
堪
能
し
た
後
、
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
小
倉
橋
を
渡
る
、
下
流
に
大
勢
の
釣
り

人
が
見
え
た
、
一
帯
は
友
釣
り
の
名
所
。
相
模

川
の
夏
は
、
鮎
と
と
も
に
始
ま
る
の
だ
。

相模川を行き来した小倉から須賀（平塚）ま
で約5時間で下ったという（上）。多くの行楽
客で賑わった小倉橋の渓流、屋形船で川遊
びも楽しめた（下）。

相模原IC

橋本

相
模
線

横浜線
津久井湖

小鮎川
中津川

圏
央
道

相
模
川

本厚木本厚木

厚木あゆ
種苗センター
厚木あゆ

種苗センター

相模川三川合流点
河川敷

相模川三川合流点
河川敷

菊屋政房 本店菊屋政房 本店 小田
急線

相模川
ふれあい科学館
相模川
ふれあい科学館

桂川亭
別館鮎や
桂川亭
別館鮎や

新小倉橋
小倉橋

468

大正時代の建物で味わう「桂川
亭別館鮎や」
電話：090-4592-2400（予約直
通）　営業時間：11時30分～22
時　不定休　予約制　交通：
JR橋本駅から神奈中バス橋
06・橋07系統で小倉橋下車。

創業約240年の老舗和菓子店「菊屋
政房」の鮎もなか160円。白もなかに
柚子風味のあんのコラボで爽やかな
味。電話：046-221-0009 営業時間9
時30分～18時　木曜定休。

撮影・文／杉﨑行恭
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税
理
士
法
人 

髙
津
会
計
事
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所

代
表
社
員
・
税
理
士

　
髙
津
　
一
正

代
表
社
員
・
税
理
士

　
立
花
　
陽
一

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
2
︲
1
4
︲
1
2

T
E
L 

0
3
︲
3
4
1
2
︲
8
2
2
1

F
A
X 

0
3
︲
3
4
1
2
︲
8
2
2
4

小
田
急
不
動
産
株
式
会
社

総
合
不
動
産
会
社
と
し
て
小
田
急

沿
線
を
中
心
に
約
50
年
に
亘
っ
て

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
京
都
渋
谷
区
初
台
1
︲
47
︲
1

T
E
L 

0
３
︲
３
３
７
０
︲
１
１
２
１

F
A
X 

0
３
︲
３
３
７
4
︲
2
9
5
2

首
都
圏
エ
リ
ア
の
賃
貸

オ
フ
ィ
ス
の
情
報
は
こ
ち
ら
▼

暑中お見舞い申し上げます



日
本
文
化
の
習
得
を
通
し
て
得
ら
れ

る
学
び
は
と
て
も
奥
深
い
。
古
来
か
ら

伝
わ
る
貴
重
な
文
化
と
知
識
、そ
れ
ら

を
先
人
に
学
ぶ
こ
と
で
得
ら
れ
る
新
た

な
視
点
、美
し
い
所
作
、心
を
癒
す
ひ
と

と
き
、そ
し
て
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の

自
覚
と
喜
び
。

今
回
、読
者
が
体
験
す
る「
煎
茶
道
」

「
盛
物
」「
香
道
」は
、他
で
は
な
か
な
か
お

目
に
か
か
れ
な
い
、貴
重
な
講
座
と
い
え

る
。
各
講
座
を
受
け
持
つ
の
は
、名
家
の

家
元
や
そ
の
家
元
に
認
め
ら
れ
た
一
流

の
講
師
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
、ど
こ
か

非
日
常
を
感
じ
さ
せ
る
時
間
を
存
分
に

堪
能
し
、少
し
ず
つ
そ
の
世
界
観
を
知
る

こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、日
々
に
潤
い
を

与
え
て
く
れ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、

長
く
楽
し
め
る
も
の
ば
か
り
だ
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
初
心
者
が
気
負

わ
ず
受
講
で
き
る
講
座
を
体
験
し
た
。

読
者
の
体
験
レ
ポ
ー
ト

玉川大学だから実現できた充実のラインナップが魅力

一流講師陣に学ぶ
日本の伝統文化
玉川大学継続学習センターでは、芸術、文化、語学、健康、資格取得まで、

多種多彩な公開講座が年間約200講座ほど開講されている。
そのラインナップの豊富さはもちろん、玉川大学の客員教授、現在さまざまな分野で活躍する卒業生など、

玉川大学に縁のある質の高い講師陣も大きな魅力だ。

煎茶道入門講座  ― 清雅な楽しみを知る ―

丁
寧
に
淹
れ
て
、味
わ
う

奥
深
き
煎
茶
の
旨
味

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
模
築
さ
れ
た
、ひ
と
き

わ
閑
静
な「
咸
宜
園
」で
学
ぶ
煎
茶
道
。
日
本

人
の
身
近
に
あ
る
煎
茶
を
正
し
い
作
法
で
丁

寧
に
淹
れ
る
こ
と
で
、旨
味
や
甘
味
を
十
分

に
引
き
出
し
、ゆ
っ
く
り
と
味
わ
う
ぜ
い
た

く
な
体
験
が
で
き
る
。
受
講
生
か
ら
は「
家
元

の
お
人
柄
も
あ
っ
て
初
心
者
も
は
じ
め
や
す

い
雰
囲
気
。
続
け
る
う
ち
に
美
し
い
所
作
に

魅
了
さ
れ
、毎
回
微
妙
に
変
わ
る
お
茶
の
味

に
奥
の
深
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
の
声
も
。

茶
葉
の
種
類
だ
け
で
な
く
、そ
の
日
の
気

候
や
水
の
状
態
に
よ
っ
て
も
繊
細
な
味
わ
い

の
違
い
が
あ
り
、そ
の
奥
深
さ
も
魅
力
だ
。

土居 雪松 先生

約2000名の会員を有する煎茶道
東阿部流五世家元。一般社団法人 
全日本煎茶道連盟 常任理事も務
める。海外でも親善茶会を積極的
に開き、文化の普及に努めている。

丁寧な指導で初心者も安心。正座が苦手でも無理なく参加できるよう、椅子でも稽古可能。家元は英語が堪能なため、日本
文化に興味を持つ外国人に向けた講座も企画中。

1中国にルーツを持つ煎茶道の道具。玉露、煎茶、ほうじ茶などの茶葉を使用し、夏は
冷茶、酒を淹れるお点前もある。 2茶入れを回しながら、竹茶合に均等に茶葉を注ぐ。
正しいお点前で淹れたお茶は、まるで出汁のような旨味とまろやかな味わい。

3すべての客人に味わいが均等に届くよう、急須を何往復もさせながら、最後の１滴まで
ゆっくりと注ぐ。4サロンのような場にしたいという家元の意向で、作法よりもお茶を味
わうことが重視されている。

煎茶の世界へようこそ

親子で煎茶道を体験しよう

◆受講料：3,000円

◆受講料：3,000円
対象：幼稚園年長以上の子どもとその保護者

煎茶道入門体験講座を実施

7/23（土） 12：30～13：30

8/6（土） 10：30～11：40

※各講座は感染症対策を徹底した上で行われており、撮影時のみ
マスクをはずし、対策を講じて撮影を実施

2

4 3

1
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玉川大学 継続学習センター
TEL. 042−739−8895

（月〜土 9 :00〜17:00） 
〒194−8610
東京都町田市玉川学園6−1−1

www.tamagawa-tucl.com

植
物
の
自
然
の
姿
を
生
か
し

も
て
な
し
の「
心
」を
作
品
に

高
貴
な
香
り
を
楽
し
み

古
典
作
品
の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
る

煎
茶
道
の
茶
席
で
客
人
を
も
て
な
す「
盛
物
」。

植
物
や
食
材
を
自
然
の
姿
の
ま
ま
使
用
し
、雅

題
と
呼
ば
れ
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
作
品
を
創
り

あ
げ
る
。
植
物
や
食
材
に
は
吉
兆
の
意
味
も
込

め
ら
れ
、深
く
知
る
ほ
ど
作
品
を
作
る
こ
と
に

魅
了
さ
れ
る
。「
受
講
し
は
じ
め
て
か
ら
、植
物

の
枝
ぶ
り
や
生
え
方
な
ど
に
目
を
奪
わ
れ
る
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。
毎
日
の
生
活
の
中
に
新
鮮

な
発
見
が
あ
り
、自
分
の
感
性
の
変
化
に
驚
い

て
い
ま
す
」と
、受
講
中
の
女
性
。

二
葉
流
で
は
基
礎
が
わ
か
り
や
す
く
体
系
化

さ
れ
、初
心
者
で
も
美
し
い
作
品
が
目
指
せ
る
。

あ
ら
ゆ
る
稽
古
事
を
た
し
な
ん
だ
先
に
た

ど
り
着
く
と
言
わ
れ
る「
香
道
」は
、平
安
時
代

に
貴
族
に
好
ま
れ
た
高
貴
な
遊
び
。
焚
い
た
香

木
の
香
り
を
順
に
聞
き（
匂
い
）分
け
る
組
香

で
は
、「
源
氏
物
語
」な
ど
、取
材
元
と
な
る
古

典
作
品
の
情
景
を
香
り
か
ら
思
い
浮
か
べ
、作

品
を
堪
能
で
き
る
醍
醐
味
も
あ
る
。

初
受
講
の
男
性
は「
源
氏
香
と
い
う
組
香
を

書
籍
で
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
家
元
や
他
の

受
講
生
の
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
る
の

も
心
強
い
で
す
。
取
材
元
の
理
解
を
深
め
さ
ら

に
香
を
楽
し
み
た
い
」と
語
る
。

小原 禧水 先生

安藤 園枝（綾冠） 先生

大正7年の創流から100年以上
の歴史を持つ二葉流の先代家元
に約20年間師事し、長年にわた
り助手も務める。盛物とつなが
りが深い煎茶道もたしなむ。

玉川学園中・高・玉川大学を卒
業。現在では大名の奥向きの文
化としての香道を唯一受け継ぐ。

（米川流）安藤家御家流香道十二
世家元。

素材選びから配置まで、作り手の発想が尊重されながらも、要所要所で講師から作品をより
魅力的に見せる指導が得られる。

香炉を片手で軽く覆い、ゆっくりと立ち昇る香りを静かに聞く。聞き当てることより香りを楽し
むことが重んじられ、心癒されるひとときが過ごせる。

1作品の主役となる
「主体」のほか、作品
を構成する素材の
セレクトや配置など、
まずは座学で基本
が学べる。

12伝統ある安藤家だからこその
所作の美しさ。現代まで所蔵でき
た価値の高い香木も惜しみなく使用。

2課題として出された素材を自ら探し、選んで持ち寄るため、同じ
テーマでも個性あふれる作品に。3講師のアドバイスを聞きながら、
受講生同士で完成した作品を鑑賞しあうのも楽しい。 

3一つの香炉を参加者で順に回し、香りを聞く
「組香」では、参加者の回答は美しい書でまと
められ、正解者1名に記念として手渡される。

4読者の作品。土台によって、洋間にも合うモダンな
作品にも。5煎茶道におけるもてなしの一つである盛
物。床の間を彩り、茶室を訪れる楽しみの一つになっ
ている。

4歴史ある貴重な道具の数々や、取材元となる古典作品に関連
した掛け軸を鑑賞できるのも、当講座の魅力。 5家元の人柄も
あり、講座は和やかな雰囲気。貴重な初心者向けの講座だ。 

※9/2（金）より、秋の講座申込受付がスタート。申し込みはHP（下記2次元コード）、電話にて。

講師の方々のお人柄もあると思う
のですが、伝統を学びながらも堅
苦しい雰囲気がなく、初心者でも
こんなに楽しめるものかと感激し
ました。どの講座も長く続けるほ
ど楽しさが増していきそうです。

体験を終えて

玉川大学継続学習センター 検索
詳しくは WEB をご覧ください！

大名家の香道

はじめての盛物

初心者でも楽しめる
香道へのお誘い― ―

もりもの

きすい

1

1

23

3

4

4

5

5
2

■ 申し込みはこちら
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地
元
の
横
浜
で
、
10
年
に
わ
た
っ

て
、
大
道
芝
居
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
私
も
毎
年
参
加
し
て
い
た
。

野
毛
の
大
道
芸
は
有
名
だ
が
、
そ
れ

に
連
動
し
て
町
の
素
人
が
駐
車
場
の

仮
設
舞
台
で
ヘ
タ
な
芝
居
を
披
露
す

る
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
座
っ
た
観
客

か
ら
飛
ん
で
く
る
投
げ
銭
が
入
場
料

の
代
わ
り
だ
。

　

役
者
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
い
れ

ば
博
物
館
の
学
芸
員
も
い
る
。シ
ャ
ン

ソ
ン
歌
手
。
画
家
。
工
事
関
係
者
。

80
歳
の
マ
ダ
ム
に
小
学
生
。市
長
は
2

代
に
わ
た
っ
て
出
演
し
た
。お
祭
り
騒

ぎ
の
中
で
缶
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た

役
者
が
、
自
分
の
出
番
を
忘
れ
、
マ
イ

ク
で
呼
び
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

私
は
セ
リ
フ
を
覚
え
な
い
こ
と
で

有
名
だ
っ
た
。
年
々
セ
リ
フ
の
量
が

減
り
、
代
わ
り
に「
ア
ド
リ
ブ
の
嵐
」

と
指
示
が
入
っ
て
い
た
も
の
だ
。
当

た
り
役
は「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」の

レ
ッ
ト
・
バ
ト
ラ
ー
。
髭
を
描
い
た

ス
ー
ツ
姿
で
、
背
中
に
は
宝
塚
の
よ

う
な
羽
飾
り
を
背
負
っ
た
。
そ
の
私

の
腕
に
抱
か
れ
た
の
が
、
な
ぜ
か

八
百
屋
お
七
。
火
事
の
シ
ー
ン
が
あ

る
と
い
う
共
通
点
だ
け
で
、
東
西
の

芝
居
を
合
体
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

10
年
目
、
私
は
大
石
内
蔵
助
役
で

主
演
を
張
っ
た
。
そ
の
時
、
敵
役
の

吉
良
上
野
介
を
や
っ
た
の
が
H
さ
ん

だ
っ
た
。
動
物
病
院
の
院
長
さ
ん
だ

が
、
大
変
に
ノ
リ
が
い
い
。
最
後
、

隠
れ
て
い
た
炭
小
屋
か
ら
引
っ
張
り

出
さ
れ
る
シ
ー
ン
で
は
、
口
紅
ベ
ッ

タ
リ
の
シ
ュ
ミ
ー
ズ
姿
で
怪
演
し
て

い
た
。

　

そ
の
H
さ
ん
か
ら
、
1
枚
の
葉
書

が
届
い
た
。
動
物
病
院
ら
し
く
、
犬

の
肉
球
の
ス
タ
ン
プ
が
付
い
て
い
る
。

　
「
最
後
の
言
葉
」と
い
う
タ
イ
ト
ル

に
首
を
傾
げ
た
。

　
〈
あ
の
人
は
逝
っ
て
逝
っ
て
し
ま
っ

た
／
あ
の
人
は
逝
っ
て
逝
っ
て
し
ま
っ

た
／
も
う
か
え
ら
な
い
／
ま
さ
し
く
ヨ

コ
ハ
マ
た
そ
が
れ
で
し
た
／
生
前
の
温

情
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

／
そ
れ
で
は
さ
よ
う
な
ら
〉

　

読
み
返
し
て
も
事
態
が
飲
み
込
め

な
い
。
よ
く
見
る
と
、
セ
リ
フ
の
下

に
小
さ
な
活
字
で「
生
前
本
人
の
書
置

き
の
文
よ
り
」と
あ
る
。そ
の
さ
ら
に

下
に
は
、
永
眠
の
お
知
ら
せ
が
奥
さ

ん
と
長
男
の
連
名
で
記
さ
れ
て
あ
っ

た
。
突
発
性
間
質
性
肺
炎
。
若
く
見

え
た
が「
82
歳
11
ヶ
月
」だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
道
芸
仲
間
か
ら
知
ら

さ
れ
た
。
H
さ
ん
は
最
近
の
飲
み
会

に
も
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
時
は
在

宅
酸
素
の
ボ
ン
ベ
を
引
い
て
い
た
。

あ
ま
り
先
が
長
く
な
い
、と
他
人
事
の

よ
う
に
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

本
人
か
ら
訃
報
を
も
ら
う
、
と
い

う
の
は
稀
有
な
体
験
と
言
い
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、
私
の
周
辺
に
は
も
う
ひ

と
つ
の
例
が
あ
る
。

　

鈴
木
孝
夫
先
生
は
慶
應
の
大
先
輩

で
、
日
本
を
代
表
す
る
言
語
学
者
だ
っ

た
。
90
歳
を
過
ぎ
て
も
矍か

く

鑠し
ゃ
く

と
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
ご
本
人
は
一

昨
年
の
秋
か
ら
体
力
の
衰
え
を
意
識

天
国
か
ら
の
手
紙

 
ア
ン
ナ
こ
ん
な
記 

し
て
い
た
。
翌
年
の
1
月
末
に
、先
生

の
知
人
に
は「
お
別
れ
の
ご
挨
拶
」が

届
い
た
。
自
分
を「
老
衰
」と
認
め
た

後
に
、次
の
言
葉
が
来
る
。

　
〈
私
は
今
、
暗
い
気
持
ち
で
は
な
く
、

明
る
い
気
持
ち
で
別
世
界
に
発
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
が
ど
ん
な
と
こ
ろ

か
は
お
楽
し
み
で
す
。〉

　

そ
れ
か
ら
程
な
く
、
先
生
は
旅
立

た
れ
た
。
94
歳
だ
っ
た
。
直
前
に
電

話
を
し
た
人
に
は
、
も
う
死
ぬ
か
ら

電
話
を
か
け
て
こ
な
い
よ
う
に
、
と

頼
ん
だ
そ
う
だ
。
次
の
世
界
へ
向
か

う
準
備
で
お
忙
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

H
さ
ん
と
鈴
木
先
生
の
便
り
は
、残

る
人
々
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
。

こ
の
世
の
先
に
は
、
光
に
満
ち
た
あ

の
世
が
待
っ
て
い
る
、
と
思
え
る
の

は
幸
せ
な
こ
と
だ
。
生
き
切
っ
た
人

生
は
す
ば
ら
し
い
。
見
習
い
た
い
も

の
だ
。

12

荻
野
ア
ン
ナ

おぎの あんな

1956年、神奈川県生まれ。小説家、慶應
義塾大学文学部教授。『背負い水』で芥
川賞（91年）、『ホラ吹きアンリの冒険』で
読売文学賞（2002年）、『蟹と彼と私』で
伊藤整文学賞（08年）を受賞。『ラブレー
で元気になる』、『殴る女』、『カシス川』ほ
か著書多数。最新刊は、『老婦人マリアン
ヌ鈴木の部屋』（朝日新聞出版）。

　

2
0
1
9
年
7
月
、
展
覧
会
の
出
品

交
渉
の
た
め
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
訪
れ
た

時
、
市
内
の
ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
で
は

大
規
模
な
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
展
が
開
か
れ
て
い
た
。レ
オ
ナ
ル
ド

は
1
5
1
9
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の

で
、こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
没
後
5
0
0

年
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

派
絵
画
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら

れ
る
が
、
縁
あ
っ
て
レ
オ
ナ
ル
ド
の

「
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
的
人
体
図
」の
原

本
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。こ
の
有
名
な

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
建

築
家
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の『
建
築
論
』

の
記
述
を
も
と
に
、
理
想
の
人
体
比
例

に
つ
い
て
模
索
し
て
い
た
レ
オ
ナ
ル
ド

が
1
4
8
7
年
頃
に
描
い
た
も
の
で
あ

る
。真
円
と
正
方
形
に
内
接
す
る
よ
う

に
手
足
を
広
げ
た
人
体
表
現
は
、
イ
タ

リ
ア
の
1
ユ
ー
ロ
硬
貨
の
意
匠
に
も
採

用
さ
れ
て
い
て
、ル
ネ
サ
ン
ス
の
み
な

ら
ず「
人
類
の
英
知
」
を
象
徴
す
る
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

箱根ガラスの森美術館

箱根、仙石原にある日本初のヴェネチアン・グラ
ス専門の美術館。15世紀から18世紀にかけて
ヨーロッパ貴族を熱狂させたヴェネチアン・グ
ラスや斬新な現代ガラス彫刻作品を展示。ヴェ
ネチアをイメージした庭園やカフェも併設。
https://www.hakone-garasunomori.jp/

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
グ
ラ
ス

1

　

19
世
紀
に
な
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
膨
大
な
数
の
手
稿
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、レ
オ
ナ
ル
ド
は
芸
術

の
み
な
ら
ず
、
自
然
科
学
や
解
剖
学
、

工
学
分
野
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
に

思
索
を
巡
ら
せ
た「
万
能
の
人
」で
あ
っ

た
。
1
4
8
0
年
代
よ
り
芸
術
家
兼
軍

事
顧
問
と
し
て
ミ
ラ
ノ
公
国
に
派
遣
さ

れ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
1
4
9
9
年
、

第
2
次
イ
タ
リ
ア
戦
争
で
ミ
ラ
ノ
を
追

わ
れ
、
一
時
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和
国
に
避

難
し
て
い
る
。1
5
0
0
年
に
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
、
レ
オ
ナ
ル
ド
が
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
に
滞
在
し
た
こ
と
が
、こ
の
都
市

の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
ま
っ
た
く
影
響
を

与
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

西
洋
美
術
史
に
お
い
て
、
レ
オ
ナ
ル

ド
、ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、ラ
フ
ァ
エ
ル
ロ

の
3
人
が
活
躍
し
た
1
4
8
0
年
代
か

ら
ロ
ー
マ
却ご

う
り
ゃ
く掠
（
1
5
2
7
年
）
ま
で

の
1
5
0
0
年
を
ま
た
ぐ
数
十
年
は
、

イ
タ
リ
ア
の
文
芸
復
興
運
動
が
最
高
潮

を
迎
え
た
時
代
と
し
て
「
盛
期
ル
ネ
サ

ン
ス
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。こ
れ
と
時

を
同
じ
く
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
グ

ラ
ス
の
名
品
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た

こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

　

箱
根
ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館
の「
点
彩

花
文
蓋
付
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
」は
、ま
さ
に

1
5
0
0
年
頃
に
作
ら
れ
た
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
ン
・
グ
ラ
ス
の
聖せ

い
さ
ん
は
い

餐
坏
で
あ
る
。
そ

の
洗
練
さ
れ
た
優
美
な
フ
ォ
ル
ム
は
、

レ
オ
ナ
ル
ド
が
夢
見
た
ル
ネ
サ
ン
ス
の

理
想
的
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
彷
彿
と
さ

せ
る
。濃
紺
の
ガ
ラ
ス
で
薄
く
軽
や
か

に
吹
か
れ
た
器
の
表
面
に
は
、
エ
ナ
メ

ル
絵
具
と
金
彩
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム

文
化
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
た
鱗
文

様
と
点
彩
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。そ
れ

は
1
5
0
0
年
に
お
い
て
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

が
、東
西
文
化
の
混こ

ん
こ
う淆
と
熟
成
の
場
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
水
の
都
の
炎
の
奇
蹟
」と
題
す
る
本

コ
ラ
ム
で
は
、4
回
に
わ
た
っ
て
箱
根

ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
の
名
品
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

箱
根
ガ
ラ
ス
の
森
美
術
館
　
学
芸
員
　
柳
井
康
弘

「点彩花文蓋付ゴブレット」　1500年頃

水
の
都
の

炎
の
奇
蹟
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P U R E  L I F E

　

認
知
症
の
人
の
介
護
で
は「
自
分
が
頑
張

ら
な
く
て
は
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
る

あ
ま
り
、
疲
弊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
気
負
い
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
大
変
な
介
護
が
続
け
ら
れ

る
と
も
い
え
ま
す
が
、
介
護
者
が
ヘ
ト
ヘ
ト

に
な
り
心
身
共
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
、「
家
庭
で
の
介
護
は
無
理
」と
感

じ
て
し
ま
う
な
ど
、
悪
い
結
果
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
介
護
者
が
頑
張
り
過
ぎ
な
い

た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
を
ま
と
め
て

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、「
上
手
に
割
り
切
る
」こ
と
で

す
。
既
に
こ
の
連
載
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、「
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
」と
割
り
切
り
、

命
に
別
状
が
な
け
れ
ば
良
し
と
す
る
く
ら

い
大
き
な
気
持
ち
で
、
認
知
症
の
人
を
介

護
す
る
の
が
、
う
ま
く
い
く
秘
訣
で
す
。

特
に
介
護
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
う
ま
く
い
か
な

い
」と
悩
ん
だ
り
、
行
き
詰
っ
た
と
き
に
、

ぜ
ひ
こ
の
一
言
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
時
間
を
持
つ
」こ
と
も

大
切
で
す
。
認
知
症
の
人
の
介
護
は
長
期

戦
で
す
。
緊
張
状
態
を
保
っ
た
ま
ま
、
い
つ

ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い
介
護
を
続
け
る

こ
と
は
難
し
い
と
い
え
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪
問
看
護
な
ど
を

利
用
し
た
り
、
兄
弟
や
親
せ
き
な
ど
に
お

願
い
す
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
に
一
息
つ
く

時
間
を
持
つ
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
す
。

　

息
抜
き
す
る
こ
と
に
罪
悪
感
を
覚
え
る

介
護
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決
し

て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
息
抜
き
の

時
間
は
、
介
護
力
を
維
持・強
化
す
る
た
め

の
大
切
な
時
間
だ
と
考
え
て
、
積
極
的
に

確
保
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
借
り
る
手
は
多
い
ほ
ど

良
い
と
い
え
ま
す
。「
1
人
で
も
多
く
の
手

を
借
り
る
」こ
と
も
介
護
を
長
続
き
さ
せ
る

重
要
な
ス
キ
ル
の
1
つ
と
心
得
ま
し
ょ
う
。

　

身
内
の
助
力
で
あ
っ
て
も
社
会
制
度
で

あ
っ
て
も
、
多
く
の
人
は
他
人
の
手
を
借

り
る
こ
と
に
、
最
初
は
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を

覚
え
ま
す
。
遠
慮
、
気
兼
ね
、
生
理
的
な

拒
絶
な
ど
が
あ
り
、
受
け
入
れ
よ
う
と
し

な
い
自
分
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
充
実
し

た
制
度
が
あ
っ
た
り
、
力
強
い
援
助
者
が

い
た
と
し
て
も
、
自
分
自
身
が
そ
の
道
を

閉
ざ
し
て
い
て
は
、
介
護
負
担
は
軽
減
さ

れ
ま
せ
ん
。
心
の
囲
い
を
取
り
除
い
て
、
気

軽
に
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

誰
か
に
介
護
の
悩
み
を
話
し
、「
1
人
で

悩
ま
な
い
」こ
と
も
大
切
で
す
。
古
く
か
ら

の
友
人
や
、
同
じ
よ
う
に
認
知
症
の
人
の

介
護
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
交
流
し
、
悩

み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
助
け
に
な
る
こ

と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
一
番
大
切
な
の
は「
自
分
自
身
の

健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け
る
」こ
と
で

す
。
介
護
者
が
倒
れ
て
し
ま
う
と
、認
知
症

の
人
の
生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

　

家
庭
介
護
の
基
本
で
あ
り
、
最
も
重
要

な
こ
と
の
１
つ
は
介
護
者
の
身
体
的
、
精

神
的
、
社
会
的
健
康
で
す
。「
上
手
な
介
護

の
12
ケ
条
」や
こ
れ
ま
で
の
連
載
を
読
み
返

し
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
認
知
症
の
人
を
支
え
る
生
活
を
続

け
て
く
だ
さ
い
。

第1条 	知は力なり、よく知ろう
第2条 	割り切り上手は、介護上手
第3条 	演技を楽しもう
第 4条 	�過去にこだわらないで現在を認めよう
第5条 	気負いは、負け
第6条 	囲うより開けるが勝ち

第7条 	仲間をみつけて、心軽く
第8条 	ほっと一息、気は軽く
第9条 	借りる手は、多いほど楽
第10条	ペースは合わせるもの
第11条	相手の立場でものを考えよう
第12条	自分の健康管理にも気をつけて

上手な介護の12カ条

認
知
症
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う

介
護
者
の
健
康
も
大
切
に
し
よ
う

1947年愛知県生まれ。
1973年東京大学医学部
卒業。東京大学医学部附属
病院で内科研修後、患者・家族ととも
につくる地域医療に取り組もうと考え、
1975年川崎幸病院に勤務。以来、内
科の診療と在宅医療に取り組む。1987
年川崎幸病院副院長に就任。98年に川
崎幸病院の外来部門として川崎幸クリ
ニックが設立、同院院長に就任。81年
から公益社団法人認知症の人と家族の
会（旧：呆け老人をかかえる家族の会）
の活動に参加。全国本部の副代表理事、
神奈川県支部代表。公益社団法人日
本認知症グループホーム協会顧問、公
益財団法人さわやか福祉財団評議員ほ
か。認知症に関する著書も多数。

神奈川県・川崎幸クリニック院長
公益社団法人認知症の人と家族の会
副代表理事
杉山 孝博 先生

最
終
回
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心療内科 精神科 神経科

あさお 井澤クリニック

■ 休診日：日･祝日､木曜､月曜午前
■ 夏季休診：8/11(木・祝)〜15(月)

  9:30〜12:30

15:00〜19:00

○
休診

○ ○ ○

○ ○○ ○
9:30〜 
14:00

休診

柿生駅北口前　川崎市麻生区上麻生5-40-1-202

薑044-981-3636
初診の方はお電話で予約をお願いします

開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。
開けばよみがえる、ドラマと感動

記念日に「本」を贈りませんか。

専任スタッフが、ご予算・発行日に合わせて丁寧に
進めてまいります。
歴史と思い出を形に。ぜひ一度、ご相談ください。



今
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド

睡  

眠

眠
れ
な
い
夜
に

焦
り
は
禁
物

寝
付
け
な
い
時
は
、眠
ろ
う
と
焦
る
ほ

ど
頭
が
冴
え
て
し
ま
う
も
の
。
覚
醒
状
態

か
ら
睡
眠
状
態
へ
移
行
す
る
に
は
、自
律

神
経
系
が
交
感
神
経
優
位
か
ら
副
交
感

神
経
優
位
に
切
り
替
わ
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、「
眠
ら
な
け
れ
ば
」と
考
え
て
い

る
と
緊
張
が
高
ま
り
、交
感
神
経
が
優
位

な
状
態
へ
と
進
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
な
る

と
ま
す
ま
す
眠
れ
な
く
な
る
と
い
う
悪

循
環
に
。
眠
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

緊
張
を
和
ら
げ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る

こ
と
な
の
だ
。

心
地
よ
く
眠
る
た
め
の

環
境
づ
く
り

温
度
が
低
す
ぎ
る
と
、体
温
を
保
と
う

と
し
て
血
管
が
収
縮
す
る
。
逆
に
、暑
く

て
湿
度
が
高
い
と
皮
膚
か
ら
熱
が
逃
げ

て
い
か
ず
、ど
ち
ら
の
場
合
も
身
体
内
部

の
温
度
が
効
率
的
に
下
が
ら
な
い
た
め

に
寝
付
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。
乾
燥

に
気
を
付
け
な
が
ら
、エ
ア
コ
ン
を
上
手

に
使
う
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、部
屋
の

明
か
り
は
自
分
が
不
安
を
感
じ
な
い
程

度
の
暗
さ
ま
で
落
と
す
こ
と
で
、眠
り
や

す
い
環
境
を
作
り
出
せ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法

眠
る
た
め
の
環
境
を
整
え
た
ら
ベ
ッ

ド
に
入
り
、以
下
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を

試
し
て
み
よ
う
。

頭
頂
部
に
あ
る「
百ひ
ゃ
く
え会
」と
呼
ば
れ
る

ツ
ボ
は
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
の
に
役

立
つ
。
両
手
の
4
本
の
指
先
や
手
の
ひ

ら
を
使
い
、
息
を
吐
き
な
が
ら
5
秒
程

度
、
気
持
ち
よ
い
と
感
じ
る
力
加
減
で

や
さ
し
く
ゆ
っ
く
り
と
押
し
て
み
よ
う
。

押
し
た
後
は
軽
く
息
を
吸
い
、
こ
れ
を

数
回
繰
り
返
す
。

ベ
ッ
ド
の
中
で
、仰
向
け
に
な
る
。
脚

を
肩
幅
程
度
に
開
き
、あ
ご
を
引
く
。
肩

の
力
を
抜
い
て
、両
腕
は
体
か
ら
少
し
離

し
た
位
置
で
、だ
ら
ん
と
伸
ば
す
。
手
の

ひ
ら
を
上
に
向
け
て
胸
を
開
き
、背
中
が

ベ
ッ
ド
に
沈
み
込
ん
で
い
く
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
、全
身
の
力
を
抜
く
よ
う
に
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
の
姿
勢
に
な
っ
た
ら
、さ

ら
に
体
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、脱
力
さ
せ
よ

う
。
体
に
力
を
入
れ
て
筋
肉
を
緊
張
さ
せ

た
後
、脱
力
し
て
筋
肉
を
緩
め
る
こ
と
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る「
筋
弛
緩
法
」と
い
う

方
法
が
あ
る
。
ま
ず
は
手
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

手
を
グ
ー
に
握
っ
て
力
を
入
れ
、そ
の
状

態
を
5
秒
ほ
ど
キ
ー
プ
し
た
後
、
脱
力
。

続
い
て
足
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
足
首
を

ぎ
ゅ
っ
と
曲
げ
、ア
キ
レ
ス
腱
を
伸
ば
す
。

5
秒
ほ
ど
キ
ー
プ
し
た
後
、脱
力
。
い
ず

れ
も
、脱
力
し
た
と
き
の
力
が
抜
け
る
感

覚
を
し
っ
か
り
味
わ
っ
て
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法 

①

ツ
ボ

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法 

②

姿
勢

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法 

③

脱
力

第 6 回

一番の財産は だ健 康

なにはともあれ
「健康」

自分の健康に自信はあるだろうか。
美味しいものを味わうにも、旅を楽しむにも、

まずは元気な体がないと始まらない。
健康に関する気になる情報を

キーワードとともにピックアップ。　
日々の生活に取り入れ、健康な体を手に入れよう。

質
の
高
い「
睡
眠
」
を
目
指
し
て

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
良
い
眠
り
に
つ
く
こ
と
こ
そ
、
健
康
の
礎
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暑
く
寝
苦
し
い
夜
が
続
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

予
め
眠
れ
な
い
夜
の
対
処
法
を
学
び
、
備
え
て
お
き
た
い
。

自
ら
の
睡
眠
に
つ
い
て
見
直
し
、
よ
り
健
康
的
な
日
々
を
送
ろ
う
。

グー

パー
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深
呼
吸
は
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

く
れ
る
。
全
身
を
脱
力
さ
せ
た
ら
、続
い

て
深
い
呼
吸
を
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
口

か
ら
大
き
く
息
を
吐
く
。
こ
の
時
、お
腹

が
へ
こ
む
こ
と
を
意
識
。
ゆ
っ
く
り
と

息
を
吐
き
き
っ
た
ら
、
次
に
鼻
か
ら
息

を
吸
う
。
こ
の
時
、お
腹
が
膨
ら
む
の
を

感
じ
て
。
そ
し
て
、吸
う
と
き
の
倍
程
度

の
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
息
を

吐
き
出
す
。
息
を
吐
く
の
と
一
緒
に
頭

に
浮
か
ぶ
こ
と
を
全
て
出
し
て
空
っ
ぽ

に
す
る
つ
も
り
で
、
深
い
呼
吸
を
繰
り

返
そ
う
。

パーソナルトレーナー、
加圧トレーナー

新津 勇人先生

取材協力／大塚製薬株式会社  https://www.otsuka.co.jp

香りで気持ちを落ち着けるのも方法のひとつ。ただし、苦手な香りでは
リラックスはできません。自分好みの香りを探しましょう。

https://www.odakyu-sc.com/l-mylord/shop/list/?id=1255

http://popfit.tokyo/category/diet/

筋トレをすると、成長ホルモン・セロトニンが分泌されます。
これらのホルモンは心の不安を軽減する効果があり、眠
りの質を高めてくれると言われています。

い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、ス
マ
ホ
や
タ
バ
コ
、

カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
目
覚
ま
し
作
用
が
あ

る
た
め
要
注
意
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
入
眠

効
果
が
あ
る
が
、眠
り
が
浅
く
な
り
途
中

で
目
が
覚
め
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま

た
、習
慣
化
し
て
し
ま
う
と
入
眠
効
果
が

弱
ま
り
、寝
付
く
た
め
に
必
要
な
ア
ル
コ
ー

ル
量
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
た
め
、寝
酒
も
控
え
て
。
い
っ
た
ん

ベ
ッ
ド
を
出
た
ら
、体
を
興
奮
さ
せ
な
い

よ
う
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
大
切
。
気

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、片

付
け
て
し
ま
う
の
も
手
だ
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
に
努
め
よ
う
。

そ
れ
で
も

眠
れ
な
い
時
に
は

ど
う
し
て
も
眠
れ
な
い
時
は
、一
度
起

き
上
が
っ
て
ベ
ッ
ド
を
離
れ
て
し
ま
お

う
。
暗
い
と
こ
ろ
で
目
を
閉
じ
て
横
に

な
っ
て
い
る
と
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
思
考
が

頭
を
巡
り
や
す
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、快

眠
を
妨
げ
る
。
ま
た
、ベ
ッ
ド
に
入
っ
て

も
眠
れ
な
い
経
験
を
繰
り
返
す
と
、脳
が

「
ベ
ッ
ド
＝
眠
れ
な
い
場
所
」
と
記
憶
し

て
し
ま
い
、不
眠
が
慢
性
化
し
て
し
ま
う

恐
れ
も
。「
と
り
あ
え
ず
横
に
な
る
」
の

は
や
め
、気
持
ち
を
切
り
替
え
る
の
が
良

アロマ

筋トレ

アロマブルーム 新百合ヶ丘エルミロード店

筋トレで眠りの質を高める

お話を伺ったのは…

お話を伺ったのは…
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法 

④

腹
式
呼
吸

・ ラベンダー
爽やかに香る、フローラル調の
香り。

・ ベルガモット
紅茶のアールグレイの香り付け
にも使われる、柑橘の香り。

・ プチグレン
柑橘の葉から採れる、ほのかな
苦みと甘みのある香り。

・ 芳香浴
アロマストーンやディフューザーで、
空間に香りを広げる方法。

・ アロマバス
湯船に精油を入れて入浴する方法。

・ トリートメント
トリートメント用の植物オイルに
精油を加え、スキンケアに使用す
る方法。

足を肩幅より広めに開き、
おしりをゆっくり上下する。

足を前後に開き、ゆっくり
上下する。

精油を塗布した部位に日光が当たると赤みやしみの原因になってしまうことも。
使うタイミングは、寝る前がおすすめです。

アロマの楽しみ方おすすめの香り

おすすめのトレーニング

大きな筋肉があり、血流を良くするのに最適なのが下半身の
筋トレです。「スクワット」や、「ランジ」などがとくにおすすめ。

・ スクワット ・ ランジ

無理のない時間と頻度で
快眠の効果を最も感じられるのは、
40分～50分の筋トレと言われています。
しかし、急に長時間、高頻度で筋トレ
を行うのはNG。まずは体を慣らすた
め、10分～20分のトレーニングを週2
回程度行いましょう。慣れてきたら、
少しずつ時間や頻度を増やして！

ベストなタイミング
筋トレをすると交感神経が活発に。眠
る時に副交感神経優位になるよう、
就寝直前には行わず、就寝の3時間前
には済ませてしまいましょう。
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【 応募方法 】 アンケートの回答・希望賞品・住所・氏名・年齢・職業・
電話番号を明記して、下記までご応募ください。

【 アンケート 】
❶ �本号で面白かった記事や関心を持った広告を4つあげてください。
❷ ��今後取り上げてほしいテーマがありましたら教えてください。
�❸ ��Webで旅行の情報収集をする際、何について調べますか？ 

（複数選択可）
　 �①宿泊施設　②グルメ　③日帰り温泉　④観光スポット 

⑤歴史　⑥文化　⑦イベント　⑧モデルコース　⑨交通　 
⑩その他（　　　　）

�❹ ��本号に対するご意見、ご感想を教えてください。�
【 宛先 】
● ハガキ　
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F
ミスモ編集部「ミスモリッシュ盛夏号プレゼント」係
● 二次元コードからのご応募はこちら ➡ 
● Eメール	 riche@mismonet.com
● FAＸ	 044-959-3751

【 締切 】　2022年8月31日（水）（消印有効）
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ミスモリッシュの読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および個人
を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛企業等から直送する場合、必要な情
報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。
※プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。お一人で2点以上応募の場
合は、それぞれ別々に応募してください。

季節のお昼のコース
（7,700円、食前酒付き）A

庭園を眺めながら味わう鉄板料理
和の建築美と洋の華やかな調度品、四季の彩りを
目で楽しむ庭園の景色も楽しみながら、「あざみ野
うかい亭」ならではの鉄板料理を。世界各国より取
り寄せた厳選した旬の食材を五感で味わって。

6名
様

3組

蘂045-910-5252　https://www.ukai.co.jp/azamino/
あざみ野うかい亭 

山形の桃
（5kg）B

山形の大地で育んだ、みずみずしい桃
山形の桃は、生産量が全国５本の指に数えられ、
昼夜の寒暖差により甘みをたっぷりと蓄えている
のが特徴。8月から9月に旬を迎える上品な香りと
ジューシーな味わいの桃を、ぜひ味わって。

5名
様

https://www.zennoh-yamagata.or.jp/fruits/peach
JA全農山形 園芸部 園芸販売課



気の向くままにふらり、

思いがけない楽しみに出合う

そんな旅に出かけませんか

小田原駅東口の路地裏にたたずむ、四季折々
の食材を生かした本格和食と鉄板料理を味
わえる店。職人が腕を振るう料理は一品一品
彩り鮮やか。カウンター席に座ればライブ感
たっぷりの鉄板調理が繰り広げられる。

五感で楽しむ和食と鉄板創作料理

Menu
⃝ 鮎の夏づくし� 1,600円
⃝ 榛御膳� 1,650円
⃝ 煮あわび殻盛り鉄板仕上げ� 3,520円

蘂0465-20-4220
小田原市栄町2-1-20 プラザリズB1F 
賚11時30分〜14時30分（L.O.14時）/17
時～22時30分（L.O.22時） 
贊日曜（祝前日は営業）、祝日 
JR・小田急線小田原駅から徒歩3分

和房鉄板 榛
はしばみ

小田原

ホームページ

夏の箱根・小田原で、ぜひとも味わってお
きたいのが旬の地魚。小田原駅の目の前、
徒歩1分のところにある同店では、寿司職
人や天ぷら職人が手がける鮮魚料理がラン
チから気軽に楽しめる。新鮮さにこだわっ
た刺身定食2種や名物の小田原おでんなど、
メニューが豊富。予約可能な個室もあるの
で、大切な人とのお祝いの席にも最適。ぜ
いたくに小田原の鮮魚を堪能したい。

港町・小田原で鮮魚を食す至福のひととき

Menu

⃝ 刺身定食（松）� 6,700円
⃝ 地魚定食 ※数量限定� 5,400円
⃝ 〆鯵の押し寿司 炙り1本� 2,580円
⃝ 小田原おでん（8種入り）� 1,970円
⃝ カサゴの唐揚げ� 1,750円
⃝ 板前吟味にぎり� 13,800円

蘂0465-24-3400 
小田原市栄町2-1-29 
賚11時～23時（L.O.22時30分） 
贊無休
JR・小田急線小田原駅から徒歩1分

寿司・海鮮料理 入船 小田原駅前店
小田原

ホームページ
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本誌掲載の情報は2022年7月5日現在のものです。本誌に掲載の価格は税込価格です。新型コロナウイルス感染拡大などの影響により、本紙掲載の広告、
イベント情報および記事の内容に変更が生じる可能性があります。詳しくはそれぞれの店舗等のホームページや電話などで、ご確認ください。
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